
 
森
林
認
証
と
は
、
森
林
を
適
切
に

管
理
し
た
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

材
を
使
っ
て
製
品
を
作
り
、
流
通
さ

せ
、
消
費
者
に
届
け
る
過
程
で
、
森

林
の
望
ま
し
い
管
理
方
法
と
、
そ
の

森
林
に
由
来
す
る
製
品
を
認
証
す
る

制
度
で
す
。
 

 ３
つ
の
認
証
制
度
 

  
森
林
認
証
に
は
主
に
３
つ
の
認
証

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

１
つ
め
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
 で
Ｆ
Ｍ
認
証
（
後

述
）
で
は
世
界
■
カ
国
、
日
本
の
国

土
の
約
５
倍
に
当
た
る
約
１
億
８
，

７
８
０
万
□
が
認
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

２
つ
め
は
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
設
立
さ
れ
、
Ｆ
Ｍ
認
証
で
は
□
カ

国
、
約
２
億
７
，
２
０
０
万
□
が
 

認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

森
林
認
証
と
は
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平
成
 
年
度
は
震
災
か
ら
の
復
興
が

進
む
中
で
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生

し
た
年
と
な
り
、
震
災
復
興
に
お
け
る

木
材
利
用
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
森

林
が
も
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
で
は
依
然
と
し
て
木
材
価
格
は
低
迷

を
続
け
、
森
林
林
業
の
現
状
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
中
、
各
事
業
部
門
に
お

い
て
は
施
業
集
約
化
に
よ
る
間
伐
を
主

体
と
し
た
積
極
的
な
運
営
を
行
い
、
素

材
生
産
量
は
７
，
５
７
０
㎥
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
登
米
市
産
ナ
ラ
材

を
活
用
し
た
学
童
机
を
登
米
市
内
の
全

小
中
学
校
に
設
置
す
る
事
業
の
他
、
復

興
支
援
活
動
と
し
て
南
三
陸
町
で
の
集

会
所
や
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
協
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

 
こ
の
よ
う
に
新
た
な
木
材
需
要
の
拡

大
と
地
域
森
林
整
備
を
積
極
的
に
行
っ

た
結
果
、
当
期
剰
余
金
を
計
上
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
 

 
登
米
市
で
は
責
任
あ
る
森
林
管
理
の

国
際
基
準
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
  ー■
Ｆ
Ｍ
認
証
」
を

取
得
し
、
当
組
合
で
も
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
■
 

■ー
 

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
今

後
も
森
林
・
林
業
の
活
性
化
を
と
お
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
組
合
員
皆
様

の
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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組
合
員
資
格
に
つ
い
て
 

 

 
本
組
合
の
組
合
員
資
格
に
は
「
正

組
合
員
」
と
「
准
組
合
員
」
が
あ
り

ま
す
。
正
組
合
員
の
う
ち
複
数
人
で

出
資
口
数
を
有
す
る
方
に
は
、
持
分

に
応
じ
た
分
割
登
録
や
、
准
組
合
員

へ
の
移
行
の
検
討
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
 

 
詳
し
く
は
該
当
す
る
正
組
合
員
様

に
直
接
ご
連
絡
・
ご
説
明
を
致
し
ま

す
。
 

３
つ
め
は
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
で
日
本
独
自
の

認
証
制
度
と
し
て
誕
生
し
、
Ｆ
Ｍ
認

証
で
は
１
４
７
万
□
が
認
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

 ２
種
類
の
認
証
 

  
ま
た
３
つ
の
森
林
認
証
制
度
と
も

に
、
Ｆ
Ｍ
認
証
と
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

Ｆ
Ｍ
認
証
と
は
、
認
証
団
体
が
定
め

る
原
則
に
基
づ
い
て
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
る
森
林
を
認
証
す
る
も
の
で

す
。
 

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
と
は
、
Ｆ
Ｍ
認
証
森
林

か
ら
産
出
さ
れ
た
木
材
が
、
製
造
〜

加
工
〜
流
通
の
す
べ
て
の
過
程
に
お

い
て
、
未
認
証
森
林
の
も
の
が
混
入

し
な
い
よ
う
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
証
す
る
も
の
で
す
。
 

 登
米
市
で
の
森
林
認
証
 

  
登
米
市
は
市
有
林
２
，
７
１
６
□

に
つ
い
て
昨
年
□
月
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
■

■ー

Ｆ

Ｍ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
当

組
合
で
も
今
年
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
■

■ー

Ｃ
ｏ
Ｃ

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認

証
の
取
得
は
登
米
市
周
辺
で
は
岩
泉
 

町
、
住
田
町
、
南
三
陸
町
に
つ
い
で

４
例
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
Ｆ
Ｓ
Ｃ
■

■ー

Ｆ
Ｍ
森
林
認
証
で
は
、

□
の
原
則
（
左
図
）
に
基
づ
く
森
林

経
営
と
森
林
管
理
を
行
う
事
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
登
米
市
で

は
、
登
米
市
、
市
内
３
森
林
組
合
、

１
生
産
森
林
組
合
で
構
成
す
る
登
米

市
森
林
管
理
協
議
会
を
設
立
し
て
い

ま
す
。
協
議
会
で
は
、
認
証
林
で
の

作
業
を
行
う
際
の
「
森
林
作
業
共
通

仕
様
書
」
を
定
め
て
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
安
全
な
施
業
を
実
施
す
る
事

と
し
て
い
ま
す
。 

 
系
統
運
動
に
つ
い
て
 
に
は
 
組
合
、
組
合
員
数
２
万
２
，

４
０
０
人
）
の
組
織
で
す
。
 

 
系
統
運
動
と
は
、
❶
全
国
の
森
林

組
合
が
一
体
と
な
っ
て
、
各
地
域
で

の
生
産
・
販
売
量
等
を
明
確
に
定
め

る
。
❷
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
①
施
業

の
集
約
化
と
先
進
技
術
を
活
用
し
た

効
率
的
事
業
基
盤
の
整
備
、
②
系
統

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

安
定
供
給
体
制
の
確
立
、
③
開
か
れ

た
組
織
づ
く
り
を
実
践
す
る
。
❸
こ

の
取
組
に
よ
り
、
①
組
合
員
の
経
済

的
利
益
向
上
、
②
林
業
・
関
連
産
業

の
活
性
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
力

創
造
、
③
森
林
の
多
面
的
機
能
の
 

 

高
度
発
揮
に
よ
る
国
民
生
活
に
貢
献

す
る
事
を
目
指
す
も
の
で
す
。
 

 
系
統
運
動
は
全
国
の
森
林
組
合
で

共
通
の
成
果
指
標
を
掲
げ
て
取
り
組

む
も
の
で
す
。
昨
年
の
通
常
総
代
会

で
は
、
系
統
運
動
の
方
針
決
定
と
し

て
、
系
統
運
動
の
概
略
を
お
示
し
し

た
上
で
、
運
動
期
間
を
平
成
 
年
か

ら
 
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
す
る
こ

と
で
ご
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
 

 
今
年
度
の
通
常
総
代
会
で
は
系
統

運
動
の
実
行
計
画
を
ご
承
認
頂
く
事

に
し
て
お
り
、
全
国
共
通
の
成
果
指

標
に
基
づ
き
、
当
組
合
の
目
標
値
を

お
示
し
し
て
い
ま
す
。 

 
今
回
の
総
代
会
で
は
、
系
統
運
動

「
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
森
林
・
林
業
・

山
村
未
来
創
造
運
動
〜
次
代
へ
森
を

活
か
し
て
地
域
を
創
る
〜
」
実
行
計

画
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

 
森
林
組
合
は
全
国
に
６
４
４
組
合

組
合
員
数
１
５
５
万
人
、
組
合
員
所

有
森
林
は
民
有
林
の
３
分
の
２
に
当

た
る
約
１
，
１
０
０
万
□
、
林
産
事

業
事
業
量
は
５
２
９
万
㎥
（
宮
城
県 

81 
ha 

37 ha 

ha 

ha 

12 

10 

ha 

28 

32 

16 

® 

® 

® 

® 

® 

® 

FSC 10の原則 
® 



 
椎
茸
の
生
産
〜
販
売
を
行
う
為
に

は
、
宮
城
県
が
定
め
る
「
き
の
こ
栽

培
に
お
け
る
放
射
能
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
従
っ
た
栽
培
と
、
各
種
届
出

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
組
合
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

特
用
林
産
 

 

木
材
市
況
 

ギ
フ
ト
の
ご
案
内
 

 

木
材
利
用
開
発
 

□
登
米
町
森
林
組
合
で
は
、
良
質
な

登
米
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し

た
家
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
家
を
建
て

た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
誰
に
頼
め
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
時
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

□
ま
た
登
米
市
で
は
、
木
造
在
来
工

法
に
よ
る
居
宅
新

築
の
際
、
１
戸
あ

た
り
延
べ
床
面
積

に
応
じ
て
最
大
□
 

万
円
を
助
成
す
る

「
地
域
材
需
要
拡

大
支
援
事
業
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。 

● 津山木材ｾﾝﾀｰの価格推移 ● ● 津山木材ｾﾝﾀｰの出荷材積(積算) ● 

月 

心
や
す
ら
ぐ
木
の
住
ま
い
 

 
登
米
市
の
名
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
ギ
フ
ト
等
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
法
事
用
、
お
中
元
、
お
歳
暮
、

家
庭
用
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
  

とよま森林組合だより 第29号 

 
復
興
需
要
等
か
ら
上
昇
傾
向
に

あ
っ
た
木
材
価
格
は
景
気
停
滞
も
あ

り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
中
で
も
３
組
合
の
共

同
運
営
に
よ
る
津
山
木
材
セ
ン
タ
ー

を
積
極
的
に
活
用
し
て
販
路
の
確
保

と
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
。 

□
当
地
域
の
森
林
は
、
保
育
の
段
階

か
ら
収
入
間
伐
の
段
階
を
迎
え
て
お

り
、
ま
た
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
発
揮
に
対
す
る
期
待
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

に
対
応
し
た
森
林
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

□
当
組
合
は
、
各
種
補
助
金
を
利
用

し
て
、
長
伐
期
森
林
施
業
確
立
の
為

の
収
入
間
伐
や
複
層
林
化
、
針
広
混

交
林
、
広
葉
樹
林
化
等
多
様
な
森
林

へ
の
誘
導
の
為
の
施
業
を
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
促
進
し
、
多
様
で
健
全

な
『
美
し
い
森
林
』
を
次
代
に
引
き

継
ぐ
施
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
□ 

助
成
制
度
を
活
用
し
て
 

間
伐
を
進
め
ま
し
ょ
う
！
 

間伐後 

間伐前 

 

森
林
整
備
事
業
・
間
伐
推
進
室
 

間伐をしないと、風雪害を受けやすく
なり、時には破滅的な被害を 
受けることも 
あります。 

適期の間伐で、枝葉がしっかりとした木が育ちます。 

月 

● 各種助成制度（平成28年度）● 
事業種 およその補助額（1ha当り） 

造林 スギ 830,000 円 

下刈 137,000 円 

間伐 270,000 円 ～ 450,000 円 

作業道 １m当り  2,000 円 

フォワーダ 

ハーベスタ 

 
組
合
員
皆
様
の
森
林
を
、
大
切
な

財
産
と
し
て
活
か
す
た
め
に
も
、
間

伐
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 
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